
地域包括緩和ケア科
著 書
１ 佐藤英俊：症例別薬剤処方例 ２６ 口内炎．難知性疼痛の薬物療法，南山堂 ２０１０．

症例報告
１ ○円城寺昭人，川口真規子，今村一歩，中島弘治，山口 泉，森内博紀，山口淳三，黒木 保，田島

義証，兼松隆之，佐藤英俊：胆嚢癌拡大右葉切除術後の上腹部痛に対し芍薬甘草湯が有効であった

一例．痛みと漢方．Vol．２０：１０７‐１１１，２０１０．

総 説
１ 佐藤英俊：緩和ケア診療の現状と課題．外科治療．１０３（２）：１７０‐１７８，２０１０．

学会発表
国内全国規模の学会

１ 佐藤英俊：骨転移の疼痛管理とビスホスホーネスト．日本ペインクリニック学会第４４回大会．２０１０，

７，３．プログラム・抄録．１７（３）：３４９．

２ 佐藤英俊：運動器を中心とした慢性痛症候群に対する漢方治療．第２３回日本疼痛漢方研究会学術集

会．２０１０，７，１０．抄録集 S‐４．

３ ○円城寺昭人，井上効子，川口真規子，松永 薫，樋渡輝代，橋本雅司，田代早紀，山口留美，新郷

知子，下田 薫，石丸啓太，佐藤英俊：当院における漢方エキス製剤の現状と緩和領域における役

割．第２３回日本疼痛漢方研究会学術集会．２０１０，７，１０．抄録集 A‐１８．

４ 佐藤英俊，中川内 章，吉岡めぐみ，石川亜佐子，笹栗智子，平川奈緒美：化学療法中のがん患者

の難治性嘔気・嘔吐に対して五苓散が著効を示した１例．第２３回日本疼痛漢方研究会学術集会．

２０１０，７，１０．抄録集 A‐１９．

５ 佐藤英俊：緩和ケア病棟および緩和ケアチームでの苦痛症状の緩和の経験から．第４４回日本ペイン

クリニック学会．２０１０，７，２．プログラム・抄録．１７（３）：２６３．

６ 吉岡めぐみ，古賀明美，田中まゆこ，江口由美子，佐藤英俊：終末期がん患者のケア向上への課題

～大学病院一般病棟看護師のケアに対する困難感の実態調査．第１５回日本緩和医療学会学術大会．

２０１０，６，１８．抄録集 P２２２．

地方規模の学会

１ ＊香川嘉彦，小杉寿文，濱田 献，木下麻悠子，佐藤英俊，平川奈緒美：直腸癌によるテネスムスに

対し高濃度テトラカインを用いた仙骨硬膜外ブロックが有効であった一例．第２８回 九州疼痛学会．

２０１０，２，２０．プログラム・抄録．：２１．

２ ＊小杉寿文，香川嘉彦，濱田 献，木下麻悠子，佐藤英俊，平川奈緒美：持続くも膜下モルヒネ投与

が継続困難であったモルヒネ不耐性患者の癌性疼痛治療に持続くも膜下フェンタニル投与が有効で

あった１症例．九州麻酔科学会 第４８回大会．２０１０，９，２５．プログラム・抄録．：４９．

３ 佐藤英俊：緩和ケアにおける薬剤師の役割．九州山口薬学会 ファーマシューティカルケア研修会．

２０１０，２，１３．

その他の学会

１ 佐藤英俊：緩和ケアチームの役割と今後の課題～各職種が押さえておくべきポイントについて～．

佐世保市立総合病院緩和ケア研修会．２０１０，３，１１．



２ 佐藤英俊：がんの痛み治療について．第１５回九州大学病院がんセミナー．２０１０，５，１３．

３ 佐藤英俊：新しいフェンタニル貼付剤（フェントステープ）の使い方．第２２回佐賀緩和ケア研究会．

２０１０，８，２１．

４ 佐藤英俊：がん性疼痛に使用されるオピオイド製剤の変遷と最新の知見．第４回ちくごかんわ研究

会．２０１０，８，２４．

５ 佐藤英俊：癌性疼痛に使用されるオピオイド製剤の発展と今後の展望．沖縄県緩和ケアフォーラム．

２０１０，１２，１０．


